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本製品資料は、ディープインシランの取扱注意事項、施⼯⽅法について説明したものです。
施⼯およびご使⽤前に必ずお読みいただき、適切な取扱⽅法で、安全に作業を⾏なうようにお願いします。

１．製品取扱い時の注意事項

〇 ⽕器厳禁
・ ディープインシランは可燃性液体です。材料保管時や施⼯時における現場付近での

喫煙・溶接作業・焚⽕などの書き使⽤は避けてください。

・ 万が⼀の⽕災に備えて消⽕器（耐アルコール泡消⽕剤, ⽔噴霧, ⼆酸化炭素（CO2）, 粉末消⽕剤

など適切な消⽕剤）を⽤意してください。

・ 消化を⾏う場合は⾃給式呼吸器を着⽤してください。

〇 保護具の使⽤

・ 材料の取扱い時、施⼯時には必ず保護具を着⽤して作業を⾏なってください。

〇 材料の保管

・ 直射⽇光・⾬・雪の当たらないところに保管してください。

・ 低温で、換気の良い場所で容器の栓をしっかりと閉めて保管してください。

・ ⼦供の⼿の届かないところに保管してください。

〇 その他
・ SDS（安全データシート）を熟読のうえ、安全に作業を⾏なってください。

【組成及び成分情報】

□ 化学物質 ■ 混合物

・ 化学特性 コーティング剤

・ 成分情報 / 危険有害成分

・ その他の情報

毒物及び劇物取締法

吸引したり⽪膚にまたは眼に触れたるすると、中毒や強い刺激の恐れがあ

りますので、材料ご使⽤前に必ずSDSをお読みいただき、記載された注意

事項を厳守し、適切な取扱い⽅法で、安全に作業を⾏なってください。

鉱油

CAS番号 64742‐46‐7 化審法番号 （9）－1690 安衛法番号

濃度 30.0‐40.0％
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２．標準施⼯仕様

２－１．概要

〇 製品概要

・ 製品名 ディープインシラン

・ 荷姿 １６kg / ⽸

・ 種 類 シランシロキサン系含浸材

・ 主成分 アルキルアルコキシシラン

〇 ⽬的

・ コンクリート構造物の⾼品質化

・ コンクリート構造物の表⾯保護  耐久性の向上、予防保全

〇 ディープインシランの含浸機能

・ コンクリート表層部に含浸することにより⾼密度の吸⽔防⽌層を形成し、外部からの劣化要因の

侵⼊を⻑期的に防ぎます。

・ 吸⽔防⽌層は外部からの⽔分や塩化物イオンは遮断しますが、コンクリート内部の⽔蒸気は透過

させることができます。

・ ケイ素と酸素の結合（シロキサン結合）は強度が⾼く極めて劣化しにくい状態です。

〇 ディープインシランの含浸効果

・ ディープインシランはコンクリートの表層部に深く浸透し、吸⽔防⽌層を形成することによって

外部からの劣化因⼦の侵⼊を防⽌しコンクリート構造物の⽼朽化を遅らせます。

・ ⾼浸透性、⾼撥⽔性効果により耐⽔性、耐久性に優れたコンクリート表層部を形成し、防⽔性の向上、

中性化阻⽌、塩化物イオンなどの侵⾷抑制、耐凍結融解性の向上、エフロレッセンス（⽩華）防⽌

などに効果的です。

・ ディープインシランは塗布後の表情変化が少なく、素材の質感が⻑期にわたり保持されます。

〇 鉄筋腐⾷抑制効果

・ ディープインシランはコンクリートの表層部に深く浸透し、⾼撥⽔性の吸⽔防⽌層を形成することに

よって外部からの⽔の侵⼊を抑制します。

また、コンクリート内部の⽔分は⽔蒸気として透過し、コンクリート中の⽔分量は減少します。

更に塩化物イオンの侵⼊も抑制しますのでコンクリート中の鉄筋の腐⾷を抑制します。

〇 コンクリート劣化抑制効果

・ 塩害抑制

ディープインシランがコンクリート表層部に深く浸透し⾼撥⽔な吸⽔防⽌層を形成することにより

外部からの⽔分及び塩化物イオンの侵⼊を防⽌します。その結果塩害による劣化損傷は起こらない

と期待できます。

・ 中性化抑制

ディープインシランがコンクリート表層部に深く浸透し⾼撥⽔な吸⽔防⽌層を形成することにより

外部からの⽔分及び⼆酸化炭素の侵⼊を防⽌します。その結果中性化の抑制効果が期待できます。
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２－２．施⼯要領

〇 使⽤材料
・ ディープインシラン（シランシロキサン系含浸材） 16kg / ⽸

〇 ⼯具等
・ ローラー（砂⾻ローラー）、刷⽑、⽪スキ、サンドペーパー、ブロア、ウエス、養⽣材等

〇 施⼯フロー

〇 施⼯上の注意事項

・ ディープインシランはシランシロキサン系の含浸材（浸透型吸⽔防⽌材）です。

施⼯⾯の乾燥状態を確認して塗布してください。

・ 施⼯後表⾯が乾燥状態（施⼯前の素地と同じ表情）になるまで⽔分に触れないようにしてください。

塗布後10⽇〜15⽇は⽔分に触れると表⾯が濡れ⾊になる場合がありますが、表層内部では吸⽔

防⽌層が形成されていますので含浸効果は期待できます。

・ 塗布直後はクリーム状で施⼯⾯に留まりますが、しばらくすると（⽇照、温度により異なる）液体

になります。

勾配により流れ始めますので施⼯外の部分の養⽣は確実にお願いします。

準 備

施⼯範囲確認

養⽣

施⼯⾯清浄化

施⼯⾯管理

下地処理

⾃主検査

完了検査

・ 施⼯範囲及び施⼯環境（換気・明るさ等）を確認する。

・ 使⽤材料・⼯具の搬⼊・資材置場の確認。

・ 既設コンクリートにおいて、ひび割れ・爆裂及び断⾯⽋損等は補修

要領に基づき補修し平滑に仕上げる。

・ 必要に応じてサンダーケレンを⾏う
・ 作業範囲と安全の確保を確認する。

・ 補修・ケレンが計画とおりに⾏なわれているかを確認する。

・ 確認の結果 気になる箇所等が確認された場合は、速やかに担当部

署に連絡する。
・ 材料の⾶散・はみ出し等で周囲を汚さない様に適切に養⽣されてい

るか確認する。
・ エアブロー、刷⽑等で施⼯⾯の埃等を除去する。

・ 付着突起は⽪スキで取り除く。

・ 施⼯⾯は乾燥⾯としてください。

・ 施⼯気温 ０ 〜３５℃を奨励。

・ 施⼯に適切な気温条件でない場合は監督員相談の上、適切な措置

を講じる。

・ 塗残しの無い様に塗布する。

塗布量 ︓ ２１０ ｇ/㎡ （5％ロス含む）

・砂⾻ローラー使⽤︓塗布量及び施⼯状況により標準⽬・細⽬を使い

分けてください。

・施⼯後は施⼯⾯が乾燥状態になるまで⽔分に触れないようにする。

Dシラン含浸
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３．コンクリート構造物及びコンクリート製品の劣化対策

〇 表⾯保護⼯法

・ コンクリート構造物の寿命は⼀般的に５０年といわれています。⾼度経済成⻑期に建設された

コンクリート構造物が現在その寿命を迎えています。

・ 既存のコンクリート構造物を壊して新設するのではなく、保護、補修して⻑寿命化を図ってい

く事が求められています。

・ 新設、既設を問わず、コンクリート構造物に対し、耐久性を向上させるひとつの⼿段として、

コンクリート表⾯に保護層を設ける表⾯保護⼯法が実施されています。

・ 表⾯保護⼯法の中でも構造物の外⾒を変えることなく構造物の性能を向上させることが可能で

施⼯性や経済性に優れた表⾯含浸⼯法が注⽬されています。

・ 表⾯含浸⼯法は、シラン系、けい酸塩系、その他の材料に分類されます。

〇 シラン系含浸材とけい酸塩系含浸材

・ シラン系表⾯含浸材はコンクリート表⾯に塗布されることで、表⾯の⽔分をはじく性能（撥⽔）

を発揮し、劣化要因の侵⼊を防ぐ効果があります。

・ けい酸塩系表⾯含浸材は無機質の⽔系材料で、コンクリート中の⽔酸カルシウムと反応して

セメント⽔和反応に近い組織のC-S-Hのゲルを形成することにより、コンクリートの表層部を緻

密化させることでコンクリートの改質を図ります。

・ シラン系含浸材・けい酸塩系含浸材それぞれの特性、それぞれの効果を考慮し施⼯する部位

によって適切に使い分けることが⼤切です。

〇 ディープインシランの位置づけ

〇 ディープインシラン技術登録

・ 国⼟交通省 新技術情報提供システム（NETIS)

登録番号 ︓ KT - 170020 - A

ディープインシラン

表⾯保護⼯法

表⾯処理⼯法

表⾯被覆⼯法 表⾯含浸⼯法 断⾯修復⼯法

シラン系表⾯含浸⼯法 けい酸塩系表⾯含浸⼯法 その他
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4．性能試験

〇 ⼟⽊学会JSCE K-571による品質評価試験結果

 塩化物イオン浸透抑制率 100% 80％以上 A

 透湿⽐ 100% 80％以上 A

 中性化抑制率 35% 30％以上 A

 透⽔抑制率 95% 80％以上 A

 吸⽔抑制率 93% 80％以上 A

 項 ⽬ 試験値 規格値 判定（グレード）

 外観 変化なし 外観変化なし ̶

  塗布量

200

250

300

  含浸深さ試験値（ｍｍ）

3.6

4.1

8.4
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